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　『王族の栄光』La　Gloire　des　Roisはそれぞれが表題をもつ五部の詩篇から成
るサン＝ジョン・ペルスの作品であり，今日の集成本においては，「讃』Eloges
の後に独立して配置され，恰も第二詩集のような観を呈している。しかしなが
ら，それらの詩篇が「王族の栄光」という題名のもとで最終的にまとめられた
のは，1953年の「作品集工』〔Euvre　Poetique　Iにおいてであり，つまり，そ
れだけで単独の詩集として刊行されたことはないのである。しかも，それぞれ
の作品は時をへだてながら順を追って発表されたものであり，その時期につい
ていえば，第一部としての『女王讃歌の復唱』R6citation　d　1’Eloge　d’une　Reine
から第五部の『子守唄」Berceuseにかけて，じつに35年の歳月が流れている。
従って，「王族の栄光」を問題とする場合には，まずその間の経過に眼を通し
ておかなければならない。
　アレクシス・レジェが『讃』を世に問うたのは1911年であるが，その初版の
内容は今日のそれとは異なり，現行の詩篇の他に，「女王讃歌の復唱」とr摂
政の物語」Histoire　du　Regentとが含まれている。その後1925年の第二版にお
いて，「君主の友情」Amitie’　du　Princeと「王太子の歌』Chanson　du　PrgsomP・
tifとが収められ，さらに，1948年の第三版で「子守唄」が付け加えられて，
五部作が揃ったのである。そして，「王族の栄光』の総称的な題名はすでに第
二版から用いられていたのであるが，それらの作品がr讃』から完全に独立し
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た形のものとなったのは，先に述べた「作品集1」においてである。
　こうして，「王族の栄光』の完成の過程はかなり長期にわたるものであり，
しかもその間には，詩人の生涯において有為転変があり，従って，それらの多
様な詩篇に統一的な主題を見出すことはかなり難しいのである。そのためであ
ろうか，この作品についての考察はこれまで殆どなされていないのが実情であ
る。けれども，われわれは詩人がその周囲に招来させた王族たちの系譜をいさ
さかでもたどることはできるのである。
1
　「女王讃歌の復唱』はローマ数字を冠した五篇の散文詩で構成され，プレ・
オリジナルとして，1910年のN．R．　F．に発表されたのであり，その末尾に1907
年の作と記されている。すると，アレクシス・レジェは兵役を終えてボルドー大
学で再び勉学を始めた20歳の頃に，「讃』とほぼ平行しながら，その世界とは
いささか趣を異にする詩篇を書いていたことになる。つまり，「讃」の主調をな
すのは，あくまでも光り輝やく生地グアドループ島への仔情的な讃歌（hymne）
に他ならない。それに対して，この作品は多少ともその熱帯の風物を暗示する
ものがあるとはいえ，むしろ特定の時と所には制約されない神話的な世界を志
向するものであり，とりわけ，その叙事詩的な語法に注目させられるのであ
る。
　その冒頭において，「口に出すのをこらえて黙したままの戦士の群の欲望が
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）とぼとぼと向う脂肪の身の高貴な隠れ処」〔1〕に住まう女王とは，いかなる
存在であろうか。以下の詩篇のいたるところで，詩人によってさまざまに称讃
されるこの女王は，そのおよその輪郭として，「安定したひと，重いひと」〔皿〕
であり，「申し分なく太った女王」〔W〕である。このふくよかでどっしりとし
た女王はそれだけである豊饒な存在を連想させるのであるが，ここで典拠とし
て，ロビシェがボードレールのいくつかの詩句を指摘しているのは興味ぶか
（2）
い。なかでもこの作品の主題と関連して適切と思われるのは，『巨大な女』La
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Geanteの姿である。
　アレクシス・レジヱは「能力にめぐまれた二匹の牝犬のようにわが眼を引連
れながら」〔皿〕，女王へ語りかけるのであるが，他方，ボードレールは「女王
の足もとで逸楽にふける猫のように／巨大な若い女の傍らで生きるのを好んだ
であろう」と告げている。あるいは，同じく「（あなたの）膝のぴかぴかに光
る楯」〔皿〕については，「美しい船』Le　Beau　1鞄〃θの詩句，「そなたの勝
ち誇る乳房は美しい衣裳箪笥／中高で光沢のある鏡板は／楯が稲妻を引止める
よう」があり，さらに，先の「高貴な隠れ処」の光景については，「サレド飽ク
ナシ』Sed　non　satiataの詩句が対応しているとされる。「そなたへ向けてわが
欲望が隊商をなして出かける時／そなたの眼はわが倦怠が喉うるおす雨水溜」。
　以上の指摘は示唆するところが少なくないと思われるが，サン＝ジョン・ペ
ルスにおけるボードレールの影響はさほど明瞭ではないようである。その点に
関して，詩人は生涯にわたって評論の類をまったく書かなかったのであり，従
って，公表された書簡を問題にしなければならないのであるが，やや意外なこと
に，同時代の若干の文学者に関するものを除いては，文学にっいての記述が殆
ど見出されないことである。とくに学生時代には，級友のG－A・・モノ，ある
いはJ・リヴィエールなどとしきりに手紙を交し，しばしば熱心に読書談議を
披涯しているが，主たる話題はスピノザやヘーゲルなどの哲学，それに音楽で
ある。故に，アレクシス・レジェが文学に関してどのような見解を抱いていた
かは知るすべもないといえるが，些細ながらも傍証はある。1911年4月6日付
のV・ラルボーのLrP．・ファルグ宛の手紙である。これはボーで詩人と初め
て会ったV・ラルボーの報告書のような書簡であり，そこにおいて，サンレジ
ェ・レジェ（当時の詩人の筆名）はクローデルが好きであるが，フランスにお
けるく揺情詩人としては》，ボードレールとボシュエしか尊重しないと記され
　　（3）ている。ちなみに，グアドループ島における父親の蔵書のなかに，プーレ・マ
ラシ版の「悪の華」があったと伝えられているが，いささか興味をそそられる
　　　　（4）
事柄である。
　こうして，女王の出自については若干の経緯を見出すこと、ができたのである
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が，さらに近くから，その容姿や身振りに眼を向けなければならない。
　その豊満な女王は，しかしながら，かなり異様な相貌を呈している。
黄朱色の紅をつけた女王よ！　樹皮の色をした丈高いからだ，おお，生蟄
を捧げる台，わが規範を記した石板のようなからだ！〔11〕
　この姿はきわめて造型的であり，重量感のある古拙な石像を想像させるので
ある。そして，女王は樹皮（6corce）の色に覆われているのであるが，樹皮は
殻でもある。女王がおのれの存在をあらわにするためにはまずその殻（coque）
を破らなければならない。
　おお女王よ！　あなたの眼の殻を破り，あなたの肩で御自身が生きている
と告げられよ！〔1〕
　「あなたの肩で」はいささか唐突な身振りであるが，ロビシェによれば，「あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）なた自身の内から生じた動きによって」の意である。
　すでに観たいくつかの特徴ある様子からも，この女王は彫像のような存在で
あるが，それも立像ではなく，跣座像である。「申し分なく太った女王よ，片
方の脚の上からその脚をもちあげられよ，それで，身体の芳香を贈物にしなが
ら」〔Iv〕。この姿態はまさに東洋風である。ちなみにA・アンリはこの詩句に
ついて，ランボーの『古代美術』Antiqueのかすかな記憶があるのではないか
　　　　　（6）と述べている。「夜には，歩きまわるがいい，その腿を，その第二の腿とその
左の脚をそっと動かしながら」。
　かくて，この女王はあれこれの国家に君臨するような人物ではなく，匿名の
超自然的な存在である。ロビジェはそれを偶像（idole）と看徹しているのであ
り，その点に関して，表題の復唱（r6citation）は宗教的な意味として，っまり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）「祈禧の唱え」の意味に解すべきであると述べている。それにしても，たとえ
偶像であるにせよ，それはきわめて譜誰味にあふれる能力を付与されている。
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それにいかなる果実も高い膀で封印されたその不妊の腹から吊り下ろうとは
しない，もしも，
　何かの秘められた花梗によって
　われらの頭がそうなるのではないならば！〔皿〕
　この詩句は女王の懐胎の奇蹟的な可能性を称えるものであると思われるが，
その植物的な隠喩と相侯って，いわば原初的な女神，大地母神のような存在を
想わしめる。それにボードレールの《巨大な女》は，ヒューバートによれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）「大地もしくは自然の擬人化としての，ガイアの娘である」。
　あるいは，「っややかな褐色のたてがみがその隠れた脇腹を飾っている」〔皿〕
女王は，まるで半人半獣のような怪物じみた存在でもあり，それに憧憬の念を
抱いているのは，「最も立派な寛衣（robe）を着て出立する大使」〔皿〕である。
すると，この女王はどこか古代東方の世界にふさわしい女神であり，少なくと
もヨーnッパ的風土からは遠い存在である。しかも，「摂政の物語」における
破壊的な光景との関連から，その形象はインドのシヴァ神，あるいはその妃の
パールヴァティーに由来するものであろう。
　アレクシス・レジェは後に中国から母親へ宛た書簡において，その地でのペ
ストの発生に関して，次のような所見を述べている。「私はあらゆる時代とあ
らゆる場所における自然の大いなる力のあの戯れを好まずにはいられないし，
これまでそうだったのです。それらは洪水，台風地震，火山の噴火，伝染病
の大流行やさまざまな民衆の蜂起などであり一全世界にわたって進行する大
運動の生の躍動を更新する傾向をもつ，平衡へのあらゆる断絶です（まことキ
リスト教徒であられる母よ，アンチーユ諸島での私の幼き日々を，シヴァ神の
ひそかな弟子であるヒンドゥー教徒のあまりにも美しい女中の異教徒の手に委
　　　　　　　　　　　（9）ねてはいけなかったのです）」。この美しいヒンドゥー教徒は「幼き日を祝うた
めに』で語られる，「混血で箆麻のにおいがする」女中であったかもしれない
が，それはともかく，つとにアレクシス・レジェは永劫にわたる破壊と再生と
の神話的な観想に誘われていたのである。
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　こうして，詩人がジヴァ神にかかわる根源的な女王を喚起したのは，そのよ
うな神話的な存在をたのみとして，おのれの生を破壊的な状況から救出しなけ
ればならなかったからである。けれども，その祈願は恰もひそかなつぶやきの
ように聞こえる。
　このように言われている，あなたはわれわれから
　胡椒畑と灰・を被った・樹木が生育する砂浜，妙齢のヴァニラの実と磨香
の匂いがする嚢をもつ動物たちにっいての痛ましい思い出を剥ぎ取るもので
あると！〔IV〕
　ここに列挙された動植物はほぼ熱帯地方に関係があり，詩人のグアドループ
島での幼少時の生活をそれとなく反映しているのであるが，その思い出が「痛
ましい（cuisant）」ものであれば，まさしくアレクシス・レジェの破壊された生
国を暗示するものに他ならない。それを象徴的に表わすのが「灰・を被った・
樹木arbre・a－cendre）」であり，それは詩人の一家に壊滅的な打撃を与えた1897
年の大地震の際の火山灰を浴びた樹木であると思われる。しかしながら，かつ
ての祝祭的な空間を永続的なものとなすために，女王はいわば土地の女神とし
て，グアドループ島の地に来臨するよう要請される。
不動で頼もしい存在であられよ，われらが夜の不安の垣根となられよ！
サポタの実は香ぐわしく匂いながら落ちる，葉叢を動くもの，太陽は
洗われたあなたの肩で，花と黄金とを手に入れる，〔V〕
　かくして，詩入はその女王を生地の島へと請来すべく，さまざまに称えなが
ら勧請（invocation）を行なうのであるが，その祭祀的な叙述が効力ある表現
に至ったとは言い難いのである。それは女王そのものの性格がかなり曖昧であ
ることにもよるが，何よりも，詩人の神話的な想念が宗教的な観照（contem－
plation）とはかかわる場がなかったからであろう。故に詩人はこれら五篇の詩
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をすべて詠嘆的な繰返し句で結ばざるをえなかったのである。
一されど，女王の心の入口がどこにあるかを誰が知ろう。
　すでにアレクシス・レジェはおのれの詩作を「名を呼ぶこと」によって開始
し，とりわけ「幼き日を祝うために」のなかで，光に満ちあふれる純一一な空間
を歌い上げたのであるが，それを包摂する「讃』のすべては，いわば絶対的な状
態に還元されたその核をめぐる拝情的な回想の世界である。しかるに，アレク
シス・レジェにとって，時間的にも空間的にも破壊された生国は堪えがたく，
詩人は超自然的な生命力をもつ女神を賛仰しながら，破壊からの再生をうなが
す祓い（conjuration）を必要としたのであり，それが「女王讃歌の復唱」の主
要な動機をなすものである。
　他方，そのような神話的存在は爾後の作品に新たな展望をもたらすことにも
なったのである。それと言うのも，むろん神話は説話や物語の類とは次元を異
にするものであるが，さりとて，それとまったく無縁のものではありえない。
けれども，このこと自体はきわめて錯綜した問題を含むものであり，ここで
は，『女王讃歌の復唱」における詩入の語法の変化を指摘しうるだけである。
それは詩人の詩作が語り（narration）にいちじるしく接近したことであり，そ
れが時間的な経緯を不可欠のものとすることから，歴史的な様相をおびること
になり，そこから叙事詩的な世界を志向するものとなるのである。同時にその
ことは初期の拝情詩的な詩作からの脱皮をもたらすものであり，けだし，閉ざ
された揺情的な世界においては，自己との完壁な同一性は一過性のもの，っま
り一度だけ保証してくれるものでしかなく，その同一性の空間に浴した後で
は，時間による腐蝕作用からそれを護るためにも，敢て相対的な時間に立向わ
なければならないのである。
?
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　今日の刊行本では，「王族の栄光」の第二部をなすのは「君主の友情』であ
る。しかしすでに述べたように，「女王讃歌の復唱」と「摂政の物語」とは「讃」
の初版本に同時に掲載され，それにr摂政の物語』には，1908－1909の創作年
代が記されているのであり，内容においても双方の世界は密接な関連があるも
のと思われる。
　一篇の散文詩によるこの作品は，「あなたは勝った！　あなたは勝った！
血はなんと美しく」で始まる戦勝の歌であり，しかも，その背後にひろがる状
況は，きわめて漠然とした争乱の光景でもある。
　まず，摂政は主君の不在に際しての権限の代行者であるが，ここでは，強大
な中心人物によってひきおこされた事態の証人となる者であろう。また，その
叙述は時と所も定かではないが，わずかに示唆するものがなくはない。それは
「すでに多くの太陰月を経た」時のことであり，混乱した現場には，「隻眼の酪
駝に乗り，柵の背後を駈けてゆく予言者」がいたのである。やはり古代東方的
な時間と空間とを暗示するものである。
　さらには，その出来事の有様もどこかおおどかにくりひろげられる。
私は思い出す，緑色の鳥の籠をもって逃げていた女たち，嘲弄していた不具
者たち，また，この国の最大の湖でとんぼがえりをする穏和な人びと＿
　思うに，ここに描かれた混乱状態は実際の戦闘によるものではなく，おそら
くはシヴァ神のような畏るべき存在による破壊の有様であろう。まことに破壊
と再生との永久運動こそはシヴァ神の真髄に他ならない。「シヴァ神は自然神
の破壊的かっ壊乱的な力を擬人化する破壊神ルドラ（荒神）である。しかし，
破壊があらゆる新たな創造の前兆となるように（なぜなら死は生が開花するの
に不可欠であるから），それはまた自然神の永遠の生殖力の神の化身であり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）絶対神，《大いなる神〉の創造の本質の表出である」。
　あるいは，シヴァ神はその舞踊の姿によってよく知られているのであるが，
まさにそのような活力によって，万物を創造したり破壊したりするのであり，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）インドにおけるギリシア人彫刻家はそれをディオニューソスと同一視した。従
って，その活動する場は狂宴（orgie）である。かくて，そこでは死者たちも儀
礼的な場において存在している。
そして王たちは死の匂いのなかで裸のままに横たわっていた。それから火熱
が親密な灰を打捨ると，
　われわれは白い骨を集めたが，それは澄んだ葡萄酒に漬けられて，そこに
ある。
　「摂政の物語』には，女王あるいはそれに類似するような存在は一度も姿を
見せていないのであり，「あなた（tu）」で呼びかけられるだけの見えざる相手
を，シヴァ神に由来するあの女王と看徹すのは牽強付会であるかもしれない。
しかしながら，この作品における破壊的な光景はそのような強烈な生命力の発
現によるものであり，女王の不在はむしろその破壊が絶対的なものであること
を示している。また，火葬された王たちの骨には，超自然的な力，あるいは生
　　　　　　　　　　　　　　　（12）命力の観念が含まれているのである。
　こうして，破壊と再生のさなかの死者は火焔に焼かれ，白骨は葡萄酒に浸さ
れている。ここの描写には，いささかロマン主義的な骸骨趣味を思わしめると
ころもあるが，とりわけ酒神祭（dionysies）に通じる狂宴の死者たちに対し
て，まさしくそれは最上の処遇ではないだろうか。
II
　「君主の友情』はローマ数字を冠した四篇の散文詩で，プレ・オリジナルと
して，1924年に『交流」Commerce誌に発表されたものである。しかるに，こ
の詩篇の校訂者A・アンリはそれらがおそらく1921年に着想され，1922－23年
　　　　　　　　　　　　　　（13）の間に完成されたと推定している。すると，「女王讃歌の復唱」が書かれてか
ら，少なくとも15年の期間が経過していることになる。
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　一般に，詩を読む際に作品のみを対象とすべきで，詩人の閲歴は無用とする
立場があり，サン＝ジョン・ペルスのような詩人はとくにそうであるとする見
解がある。たしかに詩人の外交官としての仕事をいかに詮索しても，作品の理
解に益するところはないであろう。けれども，詩入の境遇の変化は思いのほか
こまやかに作品に反映しているのであり，従って，その生涯における重要な転
機を含むこの間の経歴を観ておく必要がある。
　すでに『讃』や『王族の栄光」の初期の詩篇が書かれたのは，詩人がボルド
ー大学に在学していた時期であるが，1910年に学業を終えた後，1914年にアレ
クシス・レジェは外務省入りを果し，公入としての勤めを始める。やがて1916
年に，天津のフランス租界における紛争のために，一時的な任務をおびて北京
へ赴任したのであるが，実際には，そのまま五年間滞在することになったので
ある。っまり，『君主の友情』が書かれたのは中国滞在の直後であり，r遠征」
Anabaseとほぼ同じ時期の作品ということになる。
　この作品の書出しから詩人によって敬愛の念をもって呼びかけられる君主
は，その称号に反して，統治者としての面影は殆どなく，世俗を超越した求道
者的な姿を彷彿とさせる。
　そして精神の刃にかなう以上に痩せたあなた，われらの間にあって鼻孔の
細い人，おお，甚だ・痩身の人！　おお，明敏な人！　導管に覆われた樹木
のように箴言を身にまとうた君主，〔1〕
　「精神の刃」とはそれの断固とした性質を意味するのであるが，特徴ある風
姿は一層それにふさわしく，枯木のように痩せ細ったこの君主は，あの「申し
分なく太った女王」とはきわめて対照的であり，詩人自らもそのことを告げて
いる。
…噂では，痩せていて，王の臥床の富裕を見棄て，粗末な鑓の上でわれらの
最もほっそりした娘たちをしばしば訪れ，錯乱した女王の放堵さからは遠く
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離れて生きている（腹部の上げ潮のような情熱に取りつかれた女王）〔皿〕
　もっとも，他方ではその君主は「女王たちの養い子（nourisson）〔W〕でもあ
るが，やはり君主の古代東方における伝承的な存在を暗示するものであろう。
　ところで，詩人は君主にじつに多彩な特質を見出すのであるが，そのいくつ
かを列挙してみると，まさに君主の性格の万華鏡的な様相に接することにな
る。それは「不条理による君主」〔工〕にして，「精神のみなもとにおける巫医
かつ陪席者，魔法にかける人」〔工〕であり，「甚だ・心を惹く人，おお，われ
らの間で・慣例・にない人！おお，離反した人！」〔工〕である。あるいは，
「われらの間でいとも単純な人，そのもくろみに最もはかりがたい人」〔］1〕で
もある。
　さらには，「巫医」の訳語を用いた＜gu6risseur＞は，より正確には「医師と
しての公の資格なしに治療を事とする者」であり，「魔法師（enchanteur）の属
性と相侯って，どこか古代社会にふさわしい存在である。そして，君主は箴言
（sentence）を身にまとうているのであるが，おのれの一身に具現されるきわ
めて簡潔な倫理的表現は，中国の古代思想の叙法（discours）を示すものでは
ないだろうか。すると，その入物は不条理（absurde）によって認められ，正統
的なものから離反した（dissident）立場にあることなどから，中国思想におい
て深秘的かつ異端の老荘的世界にかかわる存在，あるいはその道士のような姿
を想像させるのである。
　アレクシス・レジェが五年間の中国滞在中に，その文物にいかに対応したか
はあまり詳らかではないが，注目すべきこととして，フランスの高名な中国学
者P・ペリオやM・グラネ，あるいは社会学者のレヴィ・ブリュルのような人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）たちど北京で会う機会があったことであり，当然，いわゆる中国学について豊
かな智見に恵まれたものと思われる。けれども，その点に関して，やはり書き
遺されたものは殆どなく，わずかに書簡に断片的な記述があるにすぎない。そ
のひとつが1917年1月27日付の篤信の母へ宛た書簡であり，アレクシス・レジ
ェは中国における一般的な宗教事情にっいて次のように知らせている。　「生来
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あらゆる霊魂の教理に心を動かされない中国入は，その潜在意識から夜に襲い
かかる信じられないくらい雑然とした迷信のなかでしか，けして宗教的な引潮
を知ることがないのです。ここでは，仏教の闊入は取るに足りないことです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）し，戒律を堅持しているひとつの例外が道教です」。
　さらには，1917年9月2日付のP・ヴァレリー宛の書簡がある。「中国人の
常軌を逸した精神のなかには，その規律のなさと矛盾以上の何かが，時に私を
魅了する何かがあります。それは潜在意識によるあらゆる偶発事への自然な出
入口であり，この生れながらの合理主義者たちを，ある種の超合理主義的な第
一級の実践家に仕立るものです。不条理への好みそのものが，彼らにとって
　　　　　　　　　　　　　　（16）は，精神の合法的な態悪のようです」。
　以上の所見からも察せられるように，サン＝ジョン・ペルスの中国像には，
例外的に宗教的形式を保っているものとしての道教と，矛盾を当然のこととし
て意に介さない老荘的立場への相対的に高い評価があり，とりわけ，後者の合
理主義を超えた行為に注目し，その源泉を潜在意識（subconscient）に関連づけ
るところに，ヨーロッパ的知性のありかが示されていて興味ぶかく思われる。
　こうして，「世界のこちらの方で」〔工〕，つまり，西の方にいた詩人はこの
多元的な価値をもつ君主への「重要でなくはない」〔1〕讃辞を耳にするので
ある。
　《…大地の息吹きで養われ，この上ない吉兆にかこまれて，あれこれの前
提とか党派の分裂について親しく語らいながら，おお，羽根飾りをいただく
君主よ，〉〔1〕
　この羽根飾り（aigrette）をいただく姿は後段で再度告げられ，あるいは「生
誕の徴候を歌う鳥のように，冠毛（huppe）をいただく君主よ」〔工〕とも呼び
かけられる。従って外見上の特徴として，これは十分に考慮しなければならな
いのであるが，やはり頭巾の古代風な装いではないだろうか。しかもそれが歌
う鳥や「草の頂きで花咲く茎」〔1〕に擬えられているのは，まさにそれだけ
　　　　　　　　　　　　　　　一56一
自然に近い存在を暗示するものである。さらには，「大地の息吹きで養われる」
君主は，また「大地の息吹きに従順であり」〔工〕，そこにも君主の生の自然に
即した有様が明らかに示されているのであるが，その生の場はやがて広漠とし
た風燥の空間に包摂されることになる。
　「君主の友情』の背景をなすのは「その領土である緋色の土の国」〔皿〕であ
るが，より印象的な描写は，三度にわたって繰返される「地上の大乾燥の黄昏」
〔工〕，〔ID［〕であり，砂漠の世界である。たぶんそれらの光景は1920年の春に
敢行された中央アジアへの探索行にもとつくものである。
　アレクシス・レジェが若年の頃から砂漠につよい関心を抱いていたことは，
1920年5月4日付の母宛の書簡に述べられているが，中国での勤務に際して
も，砂漠の存在はけして詩人の念頭を離れることがなかった。同じ書簡におい
て，詩入は「北京にいてさえも，孤独な時のなかで，中国の西，あるいは北西
を支配しているあの沙漠の広大さが，ずっと以前から幻覚にも似た魅惑を私の
　　　　　　　　　　　（17）思考に及ぼしているのです」と告げている。そして，アレクシス・レジェは中
国を去る前に是非ともそこへの踏破を試みるべく，事実，その日付から数日後
に，自動車でゴビ砂漠へ向けて出発したのである。その進路は張家口からゴビ
砂漠を横断して，ウランバートルへ至るものであり，しかも，ヨーロッパへ帰
る日のために，そこを基点として新彊地方か東トルキスタンの往昔の道を経る
可能性を探るという遠大な計画を抱いていたのである。残念ながら，かつての
交易路による帰国の計画は現地での調査においてなすすべがないことが判明し
たのであるが，やがてこの時の体験は「遠征」において，いわば巨視的な空間
としてつねに詩人の脳裡に現存することになったのである。
　遠くに，白い土，もしくは粘板岩の国ぐにがある。低い文明にある人々が
山の中をさまよっている。しかも国土は統治されている…　燈火がく彼〉の
屋根の下で輝いている。〔IV〕
かくて，君主の生の糧となるものは砂漠的な大地の息吹きであり，それはま
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さに風であるが，おそらくは「荘子」において，南郭子棊が語るあの地籟を起
すような大いなる風であろう。「大地の吐く息を，名づけて風という。この風
が起こっていないときは，何事もないけれども，ひとたび起これば，地上のす
べての穴が怒りの声を発する。お前も，あの大風のひゅうひゅうといううなり
　　　　　　　　　　　　　（18）声を聞いたことがあるであろう」。
　あるいは，君主は砂漠の風土にふさわしい儀式的な生をいとなみつつ，恰も
賢者として礼楽の道を歩むかのようである。
　《正午には，雨水溜の縁のところで，水差しのように爽やかな娘たちの手
で高熱を取り除きながら…　そして今宵，広大かつ赤裸の場所へと歩み，夜
には，清浄な無花果で育てられたわれらの蠕幅のために，こよなく美しい君
主の歌をうたい…》〔∬〕
　ここには，サンージョン・ペルスの詩にしばしば見出される，女性を介して
の水の作用による心身浄化の主題が認められる。ちなみに蠣蟷は，中国では幅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）が福に通じるので縁起のよいものとされている。
　そして，君主はその孤独な夜に，「彼の職務として」〔］1〕，世界の生成につ
いての思索にいざなわれる。
あるいはミモザ色の闇にすわって，弦月の時に，こう告げる人のように。
＜私のもとに持ってきておくれ一私は眠らないし，眠くもない一最も古い年
代記についてのあの書物を持ってきておくれ…　歴史ではなくとも，私は山
羊皮でできたあれらの偉大な書物の匂いを好む（私は眠くはない）》〔皿〕
　その礼賛者たちによって君主が求めていると看倣されている年代記風の書
はいかなる書物であろうか。それは山羊皮を素材とするものであるから，中国
の書籍ではない。もしもヨーロッパの読者であれば，〈Chroniques＞によって，
ただちに旧約聖書の「歴代の書』が思いうかぶはずである。けれども，ここで
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問題となるのは，その『歴代の書』にも準えうるような詩人自身による年代記
であろう。それはサンージョン・ペルスがはるか後年，1959年に『年代記』
Chroniqueにおいて書き記すような，永劫にわたる地球的な展望をもつ書物で
あり，それが「彼（君主）のための贈物と沈黙の一語以上のもの」〔皿〕とな
るのである。
　このような経緯から，つづく詩篇において展開される君主と詩人との交遊の
形而上的な契機が生じることになる。それはまず書簡の往復によって端緒を開
くのであるが，そこでは，遠く離れた未知の君主が恰も詩人の分身のような存
在となるかのようである。まさに照応する関係となる。君主は詩人の長い道程
を公的な任務とは別のもの，個人的な苦悩に根ざすものであることを理解して
いる。
《戦争，取引，宗教上の義務規定が一般には遠方への移動の原因である。
汝，君は原因のない長途の移動を好む。私はその精神の苦悩をよく知ってい
る。君の不幸の由来を教えてあげよう。急ぎたまえ〉〔皿〕
詩人は君主の呼びかけによって高雅な交わりへと誘われる。
＜地上の大乾燥の黄昏に，我々は精神の事態について語り合おう。説得力の
ある，あまり確かではない事態について。そして我々は精神の渇望を楽しむ
ことにしよう・・．けれども，ある民族から他の民族への道筋は長く，それに
私自身，他のところにかかわりがある〉〔皿〕
　ここで君主によって切望されている対話は，あの竹林の七賢で名高い清談の
ような趣をおびるであろう。周知のように，清談は老荘的世界にかかわるもの
である。
　一方，「人間の状況は曖昧なものである。そして，数人の者たちが卓越さを
証明している」〔皿〕と返書した詩人は，その友情に応じるために，「刺激性の
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葉を噛みながら」〔皿〕，君主のもとへ急がなければならない。
　君主は砂漠の世界における賢者として，「ひどく乾いた昆虫の喧騒のさなか，
樹蔭のもとで敷居に腰をおろしながら」〔IV〕，詩人の到来を待ちうけている。
その感動的な出会いの時に，君主は立上り，詩人を出迎えながらこう告げる。
「明日，我々は君をここへ向わせた事態について語り合おう…」〔W〕。
　君主と詩人との形而上的な清談は，詩人が君主の敷居（seuil），っまりその
閾に到達した翌日に行なわれる。それは詩人の未来にかかわるものであり，君
主にして賢者の道を歩む詩人が後日われわれに語る，叡智に培われた壮大な作
品に結実するものである。
　やがて，詩人の一行が到着したその沙漠のオアシスに，深遠な時間がひろが
る。
河はみなわで満ち，黄昏は翼で満ちる，イポメアの薔薇色の根の色合いの
空。そして，もはや行動することも数えることも問題ではない。けれども無
力感が最も力強い者の四肢に襲いかかる。そして，この時よりも広大な時
を，我々はけして知ることがなかった＿〔IV〕
　これが詩人の遠方への移動のひとつの到達点であり，君主との対話が用意さ
れている背景である。そこには，柔弱と強壮とが融合する場としての老荘的な
静穏（qui6tude）の世界が出現したのである。
　すでにたびたび指摘したように，「君主の友情」には，アレクシス・レジェ
の中国体験が陰に陽に反映しているのであるが，とくにかかわりがあると看倣
しうるのは老荘的世界であり，そこからの詩人への好ましい誘いが〈君主の友
情〉である。まさしく，いたずらに超越的な世界を説かず，広大な天地の混沌
をよしとしながら自由無擬に生きる老荘の道は，その深秘的かつ誰譜的な叙述
と相侯って，おそらくはサン＝ジョン・ペルスの好尚にかなうところがあった
ものと思われる。それに老荘の哲学とその宗教的現象とは区別しなければなら
ないが，フランスにおいて，とりわけ道（tao）ないし道教（taoisme）は，秘
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教的にして自由に関する思想として，わずかながらも卓越した知性につよい関
　　　　　　　　　　　　　（20）心を惹きおこしてきたのである。
　さて，これら四篇の詩は『女王讃歌の復唱」と同様に，すべて繰返し句によ
って結ばれている。そこで詩人が語りかけるのは君主ではなく，王（roi）であ
る。それは詩人の生の位相が〈君主〉によって表象される高雅さのみならず，
さらには〈王〉の特性としての悠揚迫らぬ幸福な状態を包含するものである。
　一私が語るのは，我々の撤宵を飾るもの，
ついてである。
栄誉なき賢者の栄誉，〈王〉に
?
　『王太子の歌』は「摂政の物語』や『子守唄』と同じく単一の作品であり，
プレ・オリジナルとして，『君主の友情」と同じ年に『交流」誌に発表された
ものである。
　まずこの詩の明らかな特徴として，むろん定型詩ではないけれども，形式へ
の依拠があり，その点で，「子守唄』と同様に，詩入の全作品において異例の
ものとなっている。その15行の詩句は星印によってはっきりと三節に分けられ
ているが，冒頭の各詩句は典型的なアレクサンドランであり，しかもそれぞれ
の詩句において，〈face＞一〈gr盒ce＞一＜hate＞と音声的に近似した一語によっで，
わずかに変化をつけられているだけである。従って，一節の詩句「私は生者を
敬う，私は君たちの間で面目をたもつ」に対して，それぞれ「…私は君たちの
間で好意をもつ」，「…私は君たちの問で急ぐ」と応じているのである。
　この生者（vivants）にしてかなりの数におよぶ君たち（parmi　vous）とは
いかなる人びとであろうか。そこには，生存への敬意が三度にわたって繰返さ
れていることから，それはともかく詩人の生にかかわる同時代の入びとであ
ろう。また，この詩のいまひとつの特徴として，背景としての海，あるいは艦
隊（vaisseaux）があり，とりわけ二節において，地上で女たちが培い，いくっ
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かの岬の先端で立昇る細い煙などから，それは中国大陸の住人ではないかと思
われる。すると，それらの〈生者〉には，倫理的な価値が付与されていると看
徹しうるのである。つまり，超越的なものよりもむしろ現世的なものを重視す
る中国人の一般的な心性に対する詩人の敬意である。そのような傾向は周知の
ように，『論語』において明快に述べられている。　「子は怪力乱神を語らず」
（述而第七）。
　ところで，この詩が公表された時には，すでにアレクシス・レジェはフラン
スへ帰国していたのであるが，その内容から推察すると，この詩は中国を去る
前後に書かれたものであろう。なぜならば，これは中国への辞別の詩であると
思われるからである。
　詩人は一節においてその中国滞在時，つまり列強の侵略と軍閥の抗争下にお
ける中国人の対照的な有様を描いている。「そして，私の右手である者は魂の
ざわめきのなかで語り／他の者は艦隊に乗込む」。一方，馬上の人（cavalier）
はアレクシス・レジェであり，そこには，北京においてしばしば馬で郊外を散
策した詩人の雄姿を想像させるのであるが，「飲むために槍にすがる」その姿
には，逆にどこかドン・キホーテ的な存在を暗示するかのようである。そし
て，詩人はそこを去るに際しても，故老（vieillard），つまり中国における長老
的存在であり，あの君主を彷彿とさせる人物への思い遣りを忘れることはな
い。「故老の彩色した腰掛けを，敷居のところの樹蔭に引寄せられよ」。
　さらに二節において，男はそこの女たちに竈の火を育むよう告げながら海へ
と向うのであるが，やがてその歩調はにわかに早足となる。なぜなら，詩人を
どうしても前方へと駆りたてる大いなる悲劇的な世界が待ちうけているからで
ある。
そして，栄誉に輝く家と葉叢のあいだの黄色い年は
たとえそれを思うとしても，男の心には取るに足りないこと，
世界のあらゆる道が我々を手中で食べつくすから！
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　ところで，この詩はプレ・オリジナルにおいて，表題はたんに『歌』Chanson
とのみ記されていたのであるが，興味ぶかいのは，1925年の「讃』の第二版に
おける巻末の詩として，それが「門に書かれたもの』Ecrit　sur　la　Porteとな
っていたことである。すると，それは巻頭の同名の詩に首尾が対応しているこ
とになる。巻頭のその作品は一族の長にして守護者である父親への挨拶の詩で
あるが，巻末のこの作品においては，アレクシス・レジェは極東の地に別れを
告げながら，はるか彼方の父に宛て，近況を知らせる詩を書いたのである。つ
まり，これは書簡詩（epitre）であり，かなり自由な定型詩への配慮はそれに
由来するのである。L
　こうして，アレクシス・レジェは定められた世継ぎの子（presomptif），あ
るいは王太子（Prince　h6ritier）であるにもかかわらず，それに抗して，宿命
的なく原因のない長途の移動〉を告げなければならなかったのであり，「クル
ーソーへの絵本』における『書物』や「讃」の〔XVIII〕と同じように，これ
は詩集の末尾において告知される詩人の新たな旅立ちの歌である。そして，あ
らためてそれらの作品をかえりみると，詩人はたえず未知の前方へと急ぎ行く
もののようであり，いわばその祝福された出生に反して，家門における戴冠の
栄にはついに浴することがなかったのである。
III
　五部にわたる「王族の栄光』の最後を飾るのが『子守唄』である。この作品
はプレ・オリジナルとして，1945年にアメリカの雑誌「台地』Mesaに発表さ
れたものであるが，A・アンリはそれを「君主の友情』と「遠征』の時期にさか
　　　　　　　　　　　（21）のぼるものと看徹している。
　ところで，サン＝ジョン・ペルスの初期詩篇のなかで，「子守唄』はその主題
において最もはかりがたく，かつ形式においても，無韻詩ではあるが，殆どが
八音綴の五行詩による十一節で構成されたまことに異色の作品である。おそら
くそのような事由から，この詩はその存在についてすら殆ど言及されることは
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なく，いわばまったく評家の関心を惹かない作品であるといえる。、けれども，
それは詩人によって最終的に『王族の栄光』の巻末の詩に定められたのであ
り，当然その意図を尊重しなければならないのである。
　このかなり長い詩は星印によって三部に分けられていて，五節までの最初の
部分では，「初子の児女（premiさre－n6e）」の生誕が告げられる。それは「オリ
オル鳥の時節」であり，「粟の花が咲く頃」，っまり初秋である。「厨に多くの
横笛」が揃えられて，祝宴の用意ができている。しかしながら，「弓を手にし
た娘たちしかいない／貴人たちの心に悲しみ」があり，また「民草の悲しみ」
がある。「そして，天文学者の推算」では，「あなたは秩序と順位を乱すのであ
ろうか」と，慨嘆させることになる。
　一方，その初子は「王妃の乳からすぐに離され／さっそく燈台草の乳を充て
られ」，「もはや貴人たちに仏頂面をさせないよう」懇願される。ところが「騨
馬曳きが化粧仕上げの天井の下で泣いていた」のであり，「わが美しい鳥籠，
わが美しい鳥籠／それに革袋の雪の水／貴人の娘よ，ああ，それは誰のための
もの」と呼びかける。ここはキリスト降誕の際の三王による贈物の場面のもじ
りのように思われる。
　しかるに，次の三節では一転して，その初子の葬送の光景となる。その児は
「香を込められ，黄金で洗われ／黒い石のなかの墳墓に入れられて／龍舌蘭の
あるところで，晴れた日に」埋葬される。やがて「騙馬曳きは立去り，王が来
た！」のであり，「強烈な調子で部屋を彩るよう／そして，王妃たちの額には
雄花を…」と命じる。この部屋は地下の墓所であると思われるが，次の詩句に
は，植物的な生命力による王妃の懐胎への期待がある。
　最後の三節において，その女児は「同じ乳による娘と仔山羊」として，乳母
を共にするのであるが，仔山羊（chevreau）については，おそらくは赤児のゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）ウスに授乳し’ttとされるアマルテイアによるものであろう。さらに，その児は
「老婦だけを愛していた」のであるが，「藤の揺椅子の上で／よく晴れた日に死
ぬだろう／とても老いた婦人」は，「おお，王たちよ，生れるはずの息子たち
を歌えよ」と告げる。
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　そうして，「片栗粉のように白い部屋で／書記が大地の穴ンを並べると／秩
序が大いなる〈書物〉のなかで回復される」。この大地のパン（pain　de　terre）
はよく解らないが，古代の書記（Scribe）は詩人を暗示するものであり，また，
イエスがおのれのことを「命のパン（pain　de　vie）は私である」（ヨハネVI，48）
と告げていることが想起される。すると，そのパンは詩人の生の糧としての詩
作のことであると思われるが，それが大地を素材とするものであるのは，いか
にもサン＝ジョン・ペルスにふさわしいと言えないだろうか。
　この詩はまことに多彩な場景が八音綴のやや単調な詩句において，目紛しい
ばかりに展開し，いわばそのおどけたような調子に，五行俗謡（1imerick）のよ
うな趣が認められるのであるが，その発想の由来に関して看過しえないのは，
それが発表された時点をめぐるアレクシス‘レジェの悲劇的な状況である。
　アレクシス’・レジSは1940年以来デメリカへの亡命を余儀なくされていたの
であり，この詩が発表された1945年8月はまさに世界大戦の終結の時である
が，いずれにしても，詩人にとっては公私にわたって困難な事態が続いてい
た。1939年の大戦勃発に際してのフランス政府の混乱と政争から，外務次官ア
レクシス・’ 激Wェはワシントンにおける大使の職を拒否し，休職中の身分の
まま，翌年アメリカへ渡ったのであるが，ただちにヴィシー政府による国籍剥
奪，財産没収，新聞による弾劾が行なわれ，しかも，身内の者に逮捕の危険が
及ぶようになり，あまつさえ，ドイツ軍のパリ侵入に際して，ゲシュタポによ
って，カモンイス街の住居が掻きまわされるという相次ぐ苦境に立たされてい
たのである。幸いにも，アメリカの詩人で当時国会図書館長であったアーチポ
ルド・マクリーシュの尽力によって，アレクシス・レジェはそこに文学関係の
顧問として，ともかく身を落着けることができたのであるが，その後17年間に
わたって，詩人はフランスの土を踏むことがなかったのである。
　ところで，アレクシス・レジェの戦時下の書簡には，追放中のおのれの孤独
な身の上のこともさることながら，フランスに遺してきた家族の安否，とりわ
け高齢の母親を気遣う文面がしばしば眼を引くのであり，この作品の発表とほ
1ぼ時を同じくして，1944年に，詩人は流請の地アメリカから孤独な母へ捧げる
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荘重なやさしさに満ちた詩『雪』Neigesを書上げるのである。しかしながら，
一家は海外領土からの帰国者であり，しかも，いわば嫡男であった詩人が余儀
ないものであったにせよ，家族と遠く離れて亡命生活を送っているような状況
において，かならずやアレクシス・レジェの心の奥底に，苦い感慨が沈澱して
いたにちがいないと思われる。おそらくそのような事情から，たとえこの詩が
中国滞在時に同じような別離の心情から書かれたとしても，20年後には，新た
な意味をおびて公表されたものであろう。つまり，それぞれの逆境によって安
眠をおびやかされている家族とおのれへの〈子守唄〉であり，それが平穏な眠
りへと誘うためには，悪夢のような現実を遠くへ連れ出さなければならず，従
って，それは追憶に彩られたものとなるのである。故に，詩人は孤立した家族
を是非ともなぐさめるべく，敢て俗謡の形式を選んだのであり，その軽みをお
びた奇想には，アレクシス・レジェの屈折した含差が反映しているのである。
　従って，この詩の冒頭における祝福と悲哀の入り交った情景は，初子の生誕
が嫡男ではなかったことによるのであり，そのためめに，娘たちが弓を手にせ
ざるをえないのである。以下はそのあまり盛上らぬ祝賀の有様であるが，そこ
に集う学者（sciences）や民草，神々や大法官（gens　de　chancellerie），天文学
者などの登場人物たちが，どこか古代風な雰囲気を作り上げているが，オリオ
ル鳥や蜂蜜が家族の住む南仏を暗示しているようでもある。けれども，この詩
においてとくに注目すべき場所は，まるで繰返し句のように四度も歌われる厨
（cuisine）である。
　まず，厨と楽器（fiate）の結びつきは，その場が祝宴であることによると思
われるが，厨は語源として「火を通す（cuire）」に由来するものであるから，
そこでは火は不可欠の要素である。すると，それは竃，っまり家庭（foyer）の
火であり，故に厨は家族の絆を保証する象徴的な場所である。
　しかるに，恰も一家の不運が無情にも拡大されるかのように，その初児はは
かなくなり，龍舌蘭の生い茂る墓地に埋葬されることになる。この場面には，
「幼き日を祝うために」の〔皿〕において，螢とともに送られる詩人の天折し
た妹への追慕が認められるであろう。それに龍舌蘭はメキシコに縁がふかく，
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そこは生地のグアドループ島とはいわば目と鼻の間である。アレクシスrレジ
ェは1942年にサウスカロライナ州とジョージア州へ旅行し，18世紀における一
族の移住者たちの痕跡を見出しているのであり，たぶんこの発見は，詩人の胸
中に，かっての島嗅での祥福の日々を，まざまざと再現させるものであったに
ちがいない。そして，この第二部の最後でオリオル鳥が歌うよう請われている
のは，なおも他の娘たちの出口のない死である。「蜂蜜のなかの蝉のように／
大きな壺に閉じ込められた娘たち」。ζこには，まさに風前の灯のような家族
たちの命運が暗示されている。
　ところで，生前に仔山羊と一緒に育てられていた児女は，嫡男不在のため
か，すでにして成人の衣裳を身につけていた。「金色の袴下は聖職者のもの／
白い胸当は老婦のものであった」。やがて，その児がひたすら愛していた老婦
は亡くなる運命にあり，書記；詩人には「大いなる書物（grands　Livres）」の
世界しか残されていないのである。最後に，この詩は初児へのやさしくも苦い
呼びかけで終る。「オリオル鳥と仔山羊については／厨の主に会ってごらん」。
この厨の主（Maitre　des　cuisines）は竈の主であり，古くから親しまれてきた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）竈の神，つまり守護神（Providence　de　la　famille）のことではないかと思われ
る。こうして，詩人は異郷でわびしく暮らしている老母と姉妹たちへ宛て，お
のれは亡命先で大地のパンを並べながら，いわば死の脅威から守護してくれる
ような家神を喚起することしかできなかったのである。
?
　『王族の栄光』はそれぞれが独立した主題をもつサン＝ジョン・ペルスの多
様な連作であり，しかも，アレクシス・レジェの多事多難であったかなりの歳
月を背景としている。ところが，それらの作品において，たえず歩行を続ける
詩人の有様は定かに認められるけれども，アレクシス・レジェその人は伝承的
な人物たちが織りなす寓意的な叙述のなかに埋没してしまうかのようである。
それはむろんサン＝ジョン・ペルスが叙事詩的な世界を指向したことによるの
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であるが，言い換えると，詩人がおのれの運命をいわば公共の（public）場にお
いて認識していたことを意味するものである。しかも，その運命は「大いなる
書物」となるべきであり，個人的な認識による風化を免れるためにも，詩人は
その叙述を伝承的，つまり．神話的な世界のなかで展開しなければならなかった
のである。
　ところで，「王族の栄光』は統一的な主題を問題とするには多面的でありす
ぎると思われるが，そこに陰に陽に反映しているのは，アレクシス・レジェの
流離の姿である。そして，「君主の友情』において決定的となる宿命的な遍歴
に関して，，その伝承的ないし説話的な叙述が由来すると想定されるのが，rシ
ヌへの物語』である。
　古代エジプト文学の最高の作品とされる『シヌへの物語』は，すでに今世紀
初頭にG・マスペロによって仏訳がなされているが，それは墓碑銘の形式によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）る自叙伝であり，政争のために亡命した主人公の流浪の物語である。
　「世襲貴族にして伯爵，法官にして，アジア人の国における君主の御領地の
管理官，まことの王の知人，かれ（＝王）に愛されたるもの」であり，「アメ
ンェムハト王の娘，尊きネフェルーのハレムに仕えるものであった」従者シヌ
へは，王位をめぐる政変に連座することを惧れて，ペドウィン人の地へ遁れ，
苦難の後に富と名誉を得るが，望郷の念を抑えることができない。それはエジ
プト人にとって，故郷で死ぬことがきわめて重要であったからであるが，その
晩年に，主人公の存在を知った王の帰国をうながす書信と，それを辱くするシ
ヌへの返信一「君主の友情」における書簡の往復を想起させる一の後で，故国
へ戻り，幸福な老後を過すことになる。
　かくして，物語の祝福された結末はさておき，「一つの国は私に（別の）国
を与えてくれた」と語り告げられるシヌへの亡命の有様は，、かならずやサンー
ジョン・ペルスの共感を得るところがあったにちがいなく，とくに興味ぶかい
のは，その返書において，・シヌへは自己の流調を次のように弁明する。「しも
べのなした逃亡（についていえば），それは計画されたものではなかったしジ
私の心の中には存在せず，，準備したわけではなかったのです6私には何が私を
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（その）場所から隔てたのか分りません。（まるで）夢を見ているようでした」。
これはまさにオルテガが述べるように，「己が個性的な行動を無意識の誘拐に
　　（25）・
帰する」のであり，同様に，詩入のはるか永年にわたる行程も，心の深奥を場
とする出来事であり，それが『王族の栄光』において，初めて顕在化されたの
である。かくして，そのような精神の潜在的な作用こそが，「栄誉なき賢者の
栄誉，〈王〉」をして，遍歴の途上にある詩人，サン＝ジョン・ペルスに対して，
「汝，君は原因のない長途の移動を好む」と言わしめたものに他ならなかった
のである。
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　　　川勝義雄訳，東海大学出版会，1968年・Charles　Mauron，　Malldrmti　et　Le　Tao，
　　　Ala　Baconniごre，1968，　Jean　Grenier，　L’Esprit　du　Tao，　Flammarions，1973．
　　　渡辺守章著『ポール・クローデル』，中央公論社，1975年。
（21）Henry，　A．，　Op．　cit．，　p．25．その理由としては，この作品の主題と支体との次
　　　元によるとされる。
（22）高津春繁著「ギリシア・ローマ神話辞典』，岩波書店，1969年，p．27．
（23）Fustel　de　Coulanges，　La　Cite　antieue，　Hachette，1923，　p．・23．『古代都市』
　　　田辺貞之助訳，白水社，1976年版を参照。
（24）『シヌへの物語』については，邦訳や解説も一二にとどまらないが，引用は以下
　　　の書による。「シヌへの物語』屋形頑亮訳，〈古代オリエント集〉所収，筑摩世界
　　　文学大系1，昭和53年。なお，以下の書を参照。Histoire　de　Sinouhg　traduit
　　　par　Gustave　Lefebre，　in　Contes　de　la　Vall6e　du　Nil，　Tchou，1968．
（25）　J・オルテガ・イ・ガセー著「エジプト人』西澤龍生訳，＜現代文明の砂漠に
　　　て〉所収，新泉社，1974年，p．307．
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